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1出会いのふれあい体験 出会い ． 振り返ろう
5月幼児の心身の発 運動会の取り組み 遊びと踊りの練習6月達について学ぼう 6ベア幼児と踊ろう
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項目 級きな） M棄しい） c（簡単） d得意） e（遊びたい） f（興暗ある）
出会う前 5.0 4.9 3.5 4.2 5.0 4.9 
出会った直接 5.8 5.9 3.6 4.6 5.9 5.7 
10月 5.2 5.3 3.2 4.1 4.9 4.9 
12月 5.3 5.2 3.2 4.1 5.0 5.0 
項目 g（歯椀） h（高石い；（，い） 掛融） （思いやり母ある制覇華院に討it)
出会う前 5』 5.4 4.2 3.9 5.2 
出会った直後 5.7 6.1 5.0 4.9 5.8 
10月 4.9 5. 4.3 4. 5.2 
12月 5.1 5.6 4.3 4.5 5. 






































































































































































































































































自分の幼い 自分の幼い 振り返って自己分析に関して 頃や家族の 頃を振り
三とを振り 返ってい 書けてな
幼児のイメージ調査から 返っている る。 L、。
幼児とかかわることは楽しいと感じ積極的に
34 8 5 かかわろうとしている。
幼児とかかわる」とは少し楽しいと感じ
日 5 4 少しは積極的にかかわろうとしている。











85% (67名）で，約 10%( 7名）の生徒がどちら
ともいえない， 5%( 2名）の生徒が否定的にとら
えていた。
全体的には，積極的に幼児とふれあおうとする
意欲的な生徒は，自分自身のことも振り返り今後
へ生かしたいと考える生徒が多かった。しかし
否定的にとらえていた2名の生徒も，幼児は苦手
だという感情を持ち前向きになれない気持ちがあ
りながらも，最後に自分自身の幼児に対するイ
メージをグラフで見ながらその自分を受け止めて
幼いころを振り返り，今後どうしていくかを考え
ることができていた。
6 成果と課題
幼児とのふれあい体験学習をその時間だけの体
験にとどめるのではなく， 1年間の軸として位置
付けて，幼児に関する様々な知識や衣食そして家
族に関する学びとも関連付けて学習内容を展開す
ることができた。そして，幼児についてのイメー
ジや心の中の声に関する調査ができただけで、なく，
その結果をまとめて個別にフィードバックするこ
とができた。そして，自分と幼児とのかかわりに
ついて，自分の意識の変化を振り返ることのでき
るまとめができたことは成果である。
調査で、分かつたことは，幼児とのふれあい体験
によって，幼児に対するイメージはプラスになる
が，かかわることの難しさについては決してプラ
スにならないことである。むしろ，かかわるたび
に相手のこともよく分かるようになり，課題も見
えてくることが分かつた。さらには，その難しさ
を感じる場面で「自分」についても見つめること
ができている子どもが多かった。今後は，ペアと
の交流で感じ考えたことを，子どもたち同士で交
流し，課題解決する場面を授業に今以上に取り入
れていきたい。そして，生活へも生かしていくこ
とができるような授業展開にしたいと考える。
